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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2022 年５月 12 日に公表いたしました 2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）

の通期連結業績予想を修正することとしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
 

記 
 

１．当期の連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

426,000 

百万円 

 25,000 

百万円 

19,500 

百万円 

13,500 

円 銭 

140.03 

今回修正予想（Ｂ） 417,000 21,500 16,500 11,500 119.25 

増 減 額（Ｂ-Ａ） △9,000 △3,500 △3,000 △2,000  

増 減 率（％） △2.1% △14.0% △15.4% △14.8%  

（ご参考）前期連結実績 

（2022年３月期） 
431,943 20,167 15,404 1,064 11.04 

 

２．修正の理由 

売上高は、中国事業の為替換算時のプラス影響、及び入居介護事業の価格改定等によるプラス

影響が見込まれるものの、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う主要都市のロックダウン政策

により事業活動が一時停止した中国の「こどもちゃれんじ」における延べ在籍数の減少、及び国

内においては新型コロナウイルス第 7 波の影響により入居介護事業の顧客数が計画を下回ったこ

とによる減収に加え、「進研ゼミ」における延べ在籍数の減少による減収等により、前回発表予想

数値を下回る見込みとなりました。 

営業利益は、各事業のコストの見直し等による増益があるものの、減収による減益に加え、円

安や、エネルギー価格及び原材料価格の高騰による各種事業コストの増加、さらには中国ロック

ダウンによる物流対応費用等の発生により、前回発表予想数値を下回る見込みとなりました。 

経常利益は、営業利益の減益等により、前回発表予想数値を下回る見込みとなりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益の減益等により、前回発表予想数

値を下回る見込みとなりました。 
 

（注）業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


